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サウナでの結核多発の分子疫学的解明

大都市のホームレスの結核問題に関連して

中西 好子 大山 泰雄

高橋 光良 森
亨

　新宿保健所管内の数ヵ所のサウナにおいて，1994年3月から96年11月までの間に，利用者と従業員計24人

が肺結核を発症した。

　不特定多数が利用する施設であるサウナで結核患者が多発したので，感染経路の解明のために結核菌の

RFLP分析（DNA fingerprinting）を行った。喀痰塗抹陽性患者18人の検体から14パターンが同定され，3

パターンは複数の人で一致しており，2人，2人，3人はそれぞれ同一の感染源からの感染と考えられた。

残りの11人は単一の感染源と推測された。同一施設での結核の集団発生は単一の感染源によるものと思われ

たが，複数の感染源からのさまざまな菌による多発と判明した。

　サウナは公衆浴場の一種にもかかわらず，新宿駅周辺の一部の施設では宿泊所のように利用され，1年以

上のほぼ連日の長期利用者が多数あった。路上生活者などの住所不定者の利用も見られ，またサウナでさえ

も利用できなくなれば路上生活を余儀なくされる人もあり，大都市のホームレスの現状の一端を示してい

た。社会的経済的弱者であるホームレスは結核罹患率が高く，重点的な結核対策が必要である。
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